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町
議
会
報
告
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
議
会
構
成

　
さ
る
八
月
五
日
に
執
行
さ
れ
た
町
譜

選
で
当
選
し
た
新
議
員
に
よ
る
初
鶴
会

と
も
い
う
べ
き
、
本
廷
度
第
十
回
の
町

謡
会
臨
時
会
は
、
一
日
に
招
集
さ
れ
、
．

正
副
麟
長
選
挙
、
常
任
委
員
の
選
任
な

ど
、
新
し
い
議
会
の
骨
格
と
な
る
人
事

を
中
心
に
、
一
臼
、
四
臼
の
両
日
に
わ

た
っ
て
審
譜
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　
目
新
し
い
識
会
構
成
と
レ
て
は
【
川

西
町
議
会
常
任
委
員
会
及
ぴ
特
別
委
員

会
条
例
」
の
一
部
改
正
案
が
通
過
し
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
の
四
常
任
委
員
会
を

あ
ら
た
に
総
務
財
政
・
産
業
建
設
・
文

教
厚
生
の
三
委
員
会
と
す
る
な
ど
、
人

的
な
新
鮮
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
も
じ
通

り
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ス
タ
ツ
フ
の
も
と

に
、
向
後
四
年
間
の
町
行
政
へ
輔
』
歩
を

ふ
み
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
．

和
久
井
議
長

　
　
　
南
雲
副
議
長

　
一
目
は
、
ま
ず
馬
場
簡
時
議
長
よ
り

議
長
選
挙
の
件
が
提
出
さ
れ
、
原
則
ど

お
り
単
記
無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
選
挙

が
行
な
わ
れ
た
が
、
開
票
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
、
和
久
井
精
一
氏
が
絶
対
．

多
数
を
得
て
新
纈
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　
二
十
五
票
　
　
和
久
井
精
一

　
　
　
　
一
票
　
馬
場
ト
禅

　
こ
こ
で
当
選
し
た
和
久
井
氏
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
て
、
引
き
続
き
、
新
議
長

の
も
と
に
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た

結
果
は
次
の
と
お
り
、
こ
れ
も
絶
対
多

数
を
も
っ
て
南
雲
　
章
氏
が
当
選
し
た

　
　
二
十
匹
票
　
　
　
“
寵
鰻
寓
　
　
章

　
　
　
　
一
票
　
馬
場
卜
禅

　
　
　
　
一
票
　
田
中
金
造

　
な
お
、
南
雲
氏
は
合
併
以
来
、
二
度

目
の
翻
議
長
を
動
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
日
は
こ
の
正
副
議
長
選
挙
を
終
え

て
い
っ
た
ん
休
会
し
、
常
任
委
員
の
選

任
等
残
り
の
案
件
は
、
四
日
の
麟
会
再

開
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
た
o

常
任
委
員
の
顔
ぶ
れ

　
再
開
さ
れ
た
四
日
は
、
常
任
委
員
の

ふ
り
あ
て
を
め
ぐ
っ
て
、
産
業
建
設
委

員
会
に
各
議
員
の
希
望
が
集
中
し
た
た

め
、
か
な
り
の
時
間
を
費
す
場
面
も
あ

っ
た
が
、
総
務
財
政
八
人
、
産
業
建
設

十
人
、
文
教
厚
生
八
人
の
構
威
で
、
各

常
任
委
員
の
選
任
を
終
え
、
総
務
財
政

か
ら
逐
次
委
員
長
の
選
挙
に
は
い
り
、

総
財
＋
四
票

　
　
九
票

犀
建
＋
六
票

　
　
二
票

　
　
二
票

　
　
二
票

　
　
二
票

文
、
厚
＋
四
票

　
　
四
票

内
山
常
治
郎

田
中
与
三
郎

平
野
　
圭
剛
一

水
品
正
一
郎

蔵
品
茂
雄

滋
野
　
一
郎

江
口
初
太
郎

田
村
才
噌
郎

銀
坂
長
雄

　
以
上
の
開
票
結
果
が
示
す
と
お
り
、

内
山
・
平
野
・
田
柑
の
各
氏
が
、
そ
れ

ぞ
れ
．
委
員
長
の
潔
ス
ト
を
得
た
。

　
ま
た
、
則
委
員
長
に
は
次
の
三
氏
が

　　　選
文産総出
　　　さ
厚建財れ
　　　た
　　　〇
十
六十九
票票票．

黒江田
島口中
　初与
豊太三
二郎郎

　
な
お
、
各
常
任
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
総
務
財
政
委
員
八
人

内
山
常
治
郎
。
田
中
与
三
郎
・
和
田
光

興
。
中
村
昌
平
・
和
久
井
精
崩
・
小
林

与
作
・
田
中
金
造
・
数
藤
孝
平

　
産
業
建
設
委
員
十
人

平
野
圭
二
・
江
口
初
太
郎
・
斉
木
定
太

郎
・
水
品
正
一
郎
・
須
藤
亮
助
・
蔵
品

庚
雄
・
滋
野
一
郎
・
南
雲
　
章
・
市
川

蚕
7
山
家
音
平

　
文
教
厚
生
委
員
　
八
人

田
村
才
」
郎
・
黒
島
豊
二
・
小
林
伝
司

保坂

長
雄
・
馬
場
卜
禅
・
押
木
二
吉
・

丸
山
欽
一
郎
・
登
坂
敬
憧

三
常
任
委
員
会
は

　
　
役
場
機
構
の
改
革

　
一
■
に
あ
わ
せ
て

　
正
副
議
長
お
よ
ぴ
各
常
穫
婁
員
長
の

任
期
は
一
年
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
る
が
、
新
し
い
議
会
構
成
の
眼

目
と
な
っ
た
川
西
町
議
会
常
任
委
員
会

及
び
特
別
委
員
会
条
例
（
昭
三
一
・
条

例
第
二
〇
号
）
の
一
部
改
正
は
、
さ
き

に
町
役
場
事
務
機
構
の
改
革
が
行
な
わ

れ
た
結
果
、
現
行
常
任
委
員
会
の
魑
織

及
ぴ
所
管
と
の
麗
に
著
し
い
ズ
レ
が
生

じ
、
委
員
会
の
審
査
能
串
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
際
、
常
任

委
員
会
の
構
成
を
根
本
的
に
蚕
漏
成
す

る
と
と
も
に
、
現
行
条
例
施
行
後
す
で

に
葦
窪
響
て
い
る
の
で
蓬
妻

の
実
績
と
地
方
議
会
制
度
の
推
移
に
か
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
応
じ
た
調
整
を
行
な
い
、
首
尾
輔
貫

し
た
体
系
的
整
備
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
て
、
今
麟
会
に
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
結
果
こ
れ
ま
で
の
四
委

繋
叢
襲
襲
墾
議
難
輪
灘
繁
に
ょ
る
初

◎
激
育
委
員
会
蚕
員
、
杉
本
舞
三
郎
髭

の
任
期
が
、
今
月
十
五
日
を
も
っ
て
満

了
す
る
の
で
、
再
ぴ
、
岡
人
を
任
命
す

る
こ
と
に
周
意
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
灘
灘
．
昭
．
．
糊
燐
携
馨
鞭
　
　
　
灘
懸

難
叢
蕪
灘
囎
競
費
の
節
約
㎜
難
難
　
心
∞
　

と
し
て
小
林
伝
司
氏
を
推
せ
ん
．
糊
・
へ
き
地
警
の
舞
　
　
響
あ
．
た
と
い
え
る
．

◎
高
柳
町
、
川
西
町
、
松
代
町
学
校
組
欺
②
県
避
、
と
く
に
地
蟻
農
・
林
遣
の
整
駆
　
会
駄
緊
離
の
決
算
額
は
次
の
と
お
り
。

合
議
員
に
、
和
久
井
精
一
、
小
林
与
作
期
　
薦
絋
充
を
は
か
る
。
　
　
　
　
　
　
欺
　
　
⑧
一
般
会
計

の
二
暑
羅
．
　
　
瀦
窪
議
蓼
鑑
し
て
離
舞
蓼
欝
入
＝
㎝
一
・
九
三
・
九
七
萬

◎
十
臼
町
市
ほ
か
ニ
カ
町
村
伝
染
病
舎
爆
　
は
か
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
歳
繊
　
＝
O
、
四
四
〇
、
三
『
六
円

組
合
賛
の
選
挙
で
、
和
久
藷
一
、
甑
④
天
事
業
も
も
ち
ろ
ん
け
っ
こ
う
だ
が
燃
差
引
残
高
二
、
四
八
一
、
六
六
一
円
　∞

蝶
麺
郵
町
の
灘
修
馨
簾
鯨
爵
⑤
国
二
｝
　
ハ
円
　

錘
蕪
す
る
醸
沸
登
灘
難
弩
雛
残
高
、
護
墓
愚

蔵
品
　
茂
雄
　
　
田
中
　
金
造

馬
場
　
卜
禅
．
　
丸
山
欽
剛
郎

さ
よ
な
ち
町
会

　
　
　
一

切
り
放
け
て
ム
『
日
あ
ら
し
め
た
功
績
は
『

驚
灘
親
無
磁
犠

目
ご
と
に
、
－
こ
ま
か
い
藝
前
審
査
が
な
繊

さ
れ
て
い
た
・
　
　
　
　
灘

双
　
　
ま
わ
さ
せ
て
々
た
だ
き
ま
し
た
。
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

X
×
X
X
X
×
×
X
×
×
X
×
X
×
X
X
×
X
X
X
X
X
X
X
X
歳
入

億
六
千
万
の
決
算
を
認
定

　
　
　
軌
道
に
乗
つ
て
き
た
町
財
政

ん
が
み
、
全
文
に
わ
た
ぞ
壽
塑
ヤ
3
詫
惹
ん
で
莫
ど
の
結

却
え
、
標
準
条
擁
を
藷
硬
と
し
プ
鰯
実
情
皿
果
、
繰
珍
上
げ
充
焉
（
赤
字
繰
り
越
し

　
い
わ
ゆ
る
、
前
謹
員
に
と
っ
て
最
後

の
犠
会
と
な
っ
た
第
九
回
町
議
会
臨
時

会
は
八
月
二
十
五
臼
に
開
催
さ
れ
、
歳

入
一
億
六
千
六
百
二
十
四
万
一
千
七
百
．

七
手
二
円
、
歳
出
一
億
六
千
百
七
十
二

万
八
千
八
百
五
十
一
R
に
お
よ
ぶ
昭
和

三
十
五
年
度
の
決
算
を
認
定
し
た
。

　
合
併
以
来
、
わ
が
町
は
毎
彊
赤
字
の

や
支
払
い
繰
り
延
ぺ
）
に
よ
っ
て
収
支

の
決
算
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
三
十
五

琵
度
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
単
犀
度
決

算
と
な
っ
た
こ
と
は
特
雛
す
べ
き
で
あ

る
。
合
後
は
特
別
の
撰
由
が
な
い
か
ぎ

砂
、
そ
の
母
護
ご
と
の
健
全
財
敷
で
ま

か
な
っ
て
い
け
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
合
併
後
の

行
財
敵
が
い
ち
お
う
軌
道
に
乗
っ
た
こ

と
の
証
左
で
あ
り
、
多
難
な
露
奪
鷲
壱

　
　
　
◎
橿
診
療
所

　
　
　
　
　
■
八
、
九
四
四
、
三
三
二
円

歳
出
　
　
　
八
、
九
四
二
、
四
三
七
円

差
引
残
高
　
　
、
　
　
　
一
、
八
九
五
円

　
　
　
⑤
千
手
診
療
所

歳
入
　
　
　
七
、
三
四
〇
、
”
”
二
九
四
円

歳
出
　
　
　
七
、
三
三
九
、
六
五
三
円

差
引
残
高
　
　
　
　
　
七
匹
一
円

　
　
　
㊥
学
校
建
築

歳
入
歳
出
　
八
、
九
五
四
、
八
九
六
円

　
　
㊥
耕
地
災
害
復
旧

歳
入
歳
出
五
、
三
五
二
、
三
〇
七
円

　
　
　
お
わ
び

　
龍
号
一
面
跡
議
選
の
記
事
中
「
当
選

’
者
の
顔
ぶ
れ
」
の
と
こ
ろ
で
、
山
家
音

　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
　
現
　
と
あ
る
の
は
新
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
い
た
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰭
臓

、
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い
ン
ン
ン
ン
か
ひ
か
か
ン
ン
ヨ

頚
麟
羅
嫉
鰭
　
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
八

ぐ
く
イ
ペ
く
く
ぐ
ぐ
イ
く
じ

．
欝
謝
捻
姶
馨
月
十
七
目
、
こ
と
し
の
町

く
く
ぜ
　
　
　
　
　
　
く
ぐ
く
ロ

。。
。ひ
赫⇔

る
。
“
“
。
鈴
聾
罠
運
動
会
は
、
四
地
区
対

雛
わ
儲
船
熔
“
勲
。
髭
延
べ
三
千
人
が
動
員
さ

瀧
終
灘
れ
て
、
手
手
グ
ラ
ン
ド
で

期
搬
会
期
蹴
競
妓
と
応
援
に
熱
戦
を
く

嬢
動
難
り
ひ
ろ
げ
た
。

き
イ
　
　
　
も
も
セ

灘
羅
㎜
…
翫
騨
爆
廟
雛
畑

搬
脳
町
承
難
会
を
う
わ
ま
わ
る
有
終
の

瀬
回
朗
鎚
美
を
錦
っ
て
無
事
に
幕
を

イ
く
イ
　
　
　
　
　
　
な
く
く
の

尊静
櫛静
ひ“
2
穏
9
輪
⇔
σ

勢
閉
じ
て
い
る
が
、
以
下
、

⇔ウ
輪甜
φ鈴

第
儲
仲
⇔
尊
尊
静
｝
記
録
を
中
心
に
激
し
か
っ

き
レ
か
　
　
　
　
　
ン
ン
ン
ち

帽
綴
綴
棚
綴
醐
鰹
た
得
点
軸
い
を
ふ
り
か
え

溶
講
講
講
裟
っ
て
み
る
o

干
手
二
連
勝

　
　
つ
い
に
な
ら
ず

　
　
鱗
田
、
は
れ
の
優
勝
、

　
総
合
成
績
は
、
宿
敵
千
手
打
倒
を
目

差
す
櫓
田
地
区
が
、
堂
々
＝
O
点
を

あ
げ
み
ご
と
優
勝
の
栄
に
輝
け
ぱ
、
こ

れ
に
少
差
四
点
吻
一
〇
六
点
で
手
手
二

位
、
上
野
九
〇
点
、
橘
六
八
点
の
順
韓

で
幕
を
閉
じ
た
。
各
種
目
ご
と
の
㎝
位

は
次
の
と
お
り
。

　
　
男
　
子

▽
百
米
　
◎
三
〇
才
ま
で
　
登
坂
研
治

（
仙
田
）
＝
“
一
秒
五
　
◎
三
一
才
か
ら

四
〇
才
　
鈴
木
義
一
（
上
野
）
”
三
秒

二
　
◎
四
一
才
以
上
片
桐
保
栄
（
仙

田
）
ニ
ニ
秒
七

▽
手
五
百
米
　
◎
三
〇
才
ま
で
驚
雲

昭
夫
（
仙
田
）
四
分
三
〇
秒
六
　
◎
三

輔
才
以
上
　
小
幡
正
徳
（
橘
）
五
分
一

一
秒
八

▽
走
高
と
ぴ
　
◎
三
〇
京
ま
で
　
池
竹

保
（
橘
）
一
米
五
五
⑨
一
二
才
以
上

小
川
益
栄
（
仙
田
）
一
米
四
〇

▽
四
百
米
　
◎
三
〇
才
ま
で
　
冑
木
晋

（
仙
田
）
六
一
秒
五
◎
三
欄
才
以
上

斉
藤
武
三
（
墾
手
）
六
七
秒
二

▽
走
巾
と
び
◎
登
坂
哲
也
（
位
田
）

五
米
四
四

▽
駅
伝
競
走
　
◎
上
野
青
年
団
　
一
時

間
五
〇
分
三
九
秒
二

▽
二
人
三
脚
　
◎
三
〇
才
ま
で
数
藤

孝
一
、
星
名
徳
平
（
千
手
）
二
五
秒
八

◎
三
一
才
以
上
　
樋
口
正
僖
　
木
杓
昭

一
（
仙
田
）
二
六
秒
八

▽消防団竸

走
　
中
村
寅
松
　
登
坂
等

（
仙
田
）

▽
八
百
米
リ
レ
聖
　
柚
田
チ
ー
ム
　
一

分
五
〇
秒

▽
砲
丸
投
　
◎
三
〇
才
ま
で
　
冑
木
鮫

．
（
仙
田
）
一
二
米
四
二
　
◎
＝
二
才
か

ら
四
〇
才
ま
で
　
揖
崎
久
治
（
仙
田
）

顔
○
米
七
六
　
◎
四
一
才
以
上
富
井

正
治
（
上
野
）
　
一
〇
米
九
五

▽
千
六
百
米
リ
レ
ー
　
仙
田
チ
書
ム

四
分
一
五
秒

▽
年
令
別
リ
レ
嚢
　
鋤
田
チ
置
ム
　
ニ

分
三
八
秒
六

　
　
女
　
子

▽
百
米
　
◎
三
〇
才
ま
で
　
田
中
カ
ズ

（
手
手
）
崩
五
秒
○
　
◎
三
一
才
か
ら

四
〇
才
ま
で
　
平
沢
ユ
リ
子
（
橘
）
一

七
秒
二

▽
走
巾
と
び
　
丸
山
和
子
（
上
野
）
四

米
六
八

▽
走
高
と
ぴ
　
渡
辺
千
恵
子
（
手
手
）

一
米
二
五

▽
六
十
米
　
◎
四
一
才
以
上
相
崎
ア

キ
（
上
野
）
．

▽
二
人
三
脚
　
◎
三
〇
才
ま
で
数
藤

ナ
オ
ミ
・
風
聞
由
子
（
手
手
）
二
四
秒

三
　
◎
三
一
才
以
上
　
丸
山
カ
ズ
エ
・

田
中
ミ
ツ
（
橘
）
二
六
秒
一

▽
四
百
米
リ
レ
ー
　
仙
田
チ
ー
ム
　
六

一
秒
○
輝纏
）
⑩
奪
ま
伽
三
邊

上
上
村
ト
リ
（
上
野
）
八
米
四
〇

一
才
以
上
平
野
チ
ヨ
（
千
手
）
四
六

秒
九

▽
お
し
た
く
競
走
　
◎
三
〇
才
ま
で
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
信
．
子
（
手
手
）
五
二
秒
九
　
◎
三
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

▽
玉
入
れ
競
争

▽
年
令
別
リ
レ
ー

分
四
二
秒
八

▽
風
せ
ん
わ
り

上
野
チ
ー
ム

千
手
チ
ー
ム

男
子
チ
ー
ム

二麹　恥，
嘱
8
．
一
貯
9
一
6
4
。
．
…
e
9
8
9
，
ー
ゆ
8
，
“
，
3
3
夢
，
…
．
。
撃
，
9
，
6
直
む
昌
一
，
，
8
∂
じ
9
G
響
4
雲
9
専
‘
。
3
魔
奪
，
ひ
，
辱
奮
，
，
’
‘
8
ε
茎
∂
1
4
‘
4
，
婁
9
慶
墾
蚤
ρ
亜
，
噂
f
9
皇
9
，
2
3
；
き
3
；
擾
：
：
3
・
－
～
オ
～
2
‘
｝
’
6
3
σ
3
蓄
辱
｝
；
2
ー
‘
；
：
；
一

｝

年
金
問
答
②

響
難
簾
灘
蕪
難

，
－
讐

大
会
を

　
　
　
あ

　
　
5
り
か
え
つ
て

　
こ
の
催
し
の
主
催
考
で
あ
り
、
大
会

会
長
で
あ
っ
た
中
村
預
西
町
長
に
大
会

を
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
町
長
談

　
　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
は
二
回

　
も
続
く
と
だ
れ
が
ち
な
も
の
で
あ
る

　
が
、
昨
年
よ
の
数
倍
も
り
っ
ぱ
に
で

　
き
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
こ

　
れ
も
日
ご
ろ
町
民
各
位
が
、
町
発
農

　
の
た
め
日
夜
ご
協
力
く
だ
さ
る
心
の

　
あ
ら
わ
れ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

　
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
親
睦
と
、

　
協
力
精
神
を
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
願
い

　
い
た
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め

進
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
■

商
わ
ε
霧
合
、
強
制
加
入
者

曙
　
と
し
て
露
月
か
ら
国
民
犀
金
に
加

　

一
入
し
て
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
が
、

り

㎜
そ
の
後
、
八
月
に
婚
姻
、
夫
は
あ
る
工

皿
場
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
住
所
と
氏
が

ひ

一
変
わ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
旨
、
届
け
る

め

｝
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

け

響
簾
馨
が
昏
差
所
褻

夫
が
、
工
場
で
厚
生
犀
金
簿
の
公
的
奪

．
｝
「
氏
名
変
更
麗
」
を
串
す
必
要
が
あ
り

皿
ま
す
（
他
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
場

け
｝
合
は
、
新
し
い
住
所
地
の
役
場
へ
届
け

㎜
出
を
す
る
）

よ
．
｝
　
次
に
、
強
制
加
入
と
任
意
加
入
の
関

．
｝
係
に
な
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
農
初

陥
は
強
倒
加
入
者
で
し
た
が
、
婚
姻
し
た

脚7・
墨
，
3
‘
…
・
9
0
釦
a
o
・
．
・
．
ひ
，
・
，
，
●
盛
8
9
　
尋
婁
9
，
驚
，
茎
冨
，
9
，
0
書
o
曾
c
2
蚤
1
6
，
．
一
－
．
蓼
ひ
，
9
0
0
・
1
0

産
米
予
約
数
量

　
　
　
ま
と
ま
る

　
　
手
手
は
一
万
五
手
四
百
八
十
五
俵
‘

　
こ
と
し
の
、
八
月
宋
締
切
り
の
産
米

予
約
数
量
が
ま
と
ま
っ
た
。
気
づ
か
わ

れ
て
い
た
二
百
十
臼
も
無
事
に
過
ぎ
、

昨
伍
、
に
が
い
経
験
を
な
め
た
ウ
ン
カ

も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
被
害
は
な
く
、
こ

と
し
の
収
奮
も
ほ
ぼ
目
安
が
つ
い
た
。

　
地
区
別
の
産
米
予
約
数
量
は
次
の
と

お
り
。
、

計仙橘．上千

　田　野手

金
法
に
加
入
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

配
楓
者
は
任
悪
加
入
麿
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
あ
な
た
は
強
翻
加
入
者
か
ら
任

意
加
入
者
に
変
憂
す
る
慧
の
属
け
出
も

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
（
夫
が
厚
生

犀
金
法
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

届
け
出
の
必
要
な
し
）
o
も
し
、
こ
の

届
け
串
を
お
こ
た
る
と
、
強
鯛
－
↓
任

民
繹
金
被
撮
険
者
か
ら
除
外
さ
れ
て
、

い
ま
ま
で
納
め
た
保
険
斜
が
、
な
ん
の

役
に
も
た
た
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

あ
な
た
と
反
対
に
、
任
意
加
入
者
か
ら

強
潮
糠
入
者
と
な
っ
た
場
合
も
、
必
ず

属
け
出
を
要
し
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
熱
に
は
国
罠
葎
金
手
鰻

と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
役
鵬
の
窓
．
目
ま

で
き
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
用
紙
は
役

場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
．

問
わ
た
し
は
倉
、
攣
茅
に

　
　
な
り
ま
す
が
、
．
国
民
薙
金
に
加
入

藺
麗
慰
剛
］

，
意
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
た
め
、
国

9
9
曾
●
9
響
璽
魯
9
膨
9
，
■
●
電
，
●
鴨
巴
！
！
●
甲
1
む
■
，
匿
置
奪
曾
釦
，
9
『
・
・

う
ぶ
舞
ー
御
す
こ
や
か
に

『
太
田

関
口
星
名
清
水
大
井

　瓢

£
紛

　
ず
ブ
し
ン

渡
辺
高
橋
高
橋
小
海
高
縫轟江口

佐
藤

優契透智箏攣詣撃葵薮輩禦警袈

一
雄
長
女

精
一
長
男

弘
一
長
男

順
一
暗
勇

紳
｝和
男
長
男

丈
男
　
長
女
永
久
公
舎

正
市
二
男
坪
山

　
郎
　
二
女
　
高
原
田
ワ

金
一
郎
二
女
　
小
根
岸

弥
太
郎
　
二
男
　
高
倉

警
教
　
長
男
　
大
臼
禽

政
義
　
長
男
　
小
臼
倉

溝
太
郎
二
男
小
脇

一
五
、
四
八
五
俵

　
九
、
〇
六
六
俵

　
九
、
五
八
八
俵

コ
、
九
五
七
俵

、
四
六
、
〇
九
六
俵

二
十
日
以
内
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
猛

な
っ
て
お
り
（
二
十
才
以
上
の
、
現
在
…

国
罠
年
金
被
保
険
者
で
な
い
人
が
、
後
｝
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

ま
せ
ん
。
法
律
で
は
、
す
べ
て
本
人
か
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

ら
の
届
け
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
｝

に
な
っ
て
い
て
」
二
十
才
に
な
っ
た
ら
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

忘
れ
ず
に
役
場
ま
で
鋤
か
ん
を
持
参
し
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

て
儘
け
出
る
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
属
け
出
が
あ
る
と
、
国
民
蕉
金
手
鰻
…
・

を
県
で
作
製
し
、
ー
市
町
村
役
場
を
通
し
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

て
本
人
に
渡
す
し
く
み
で
す
。
保
険
料
…

は
こ
の
手
鰻
の
交
付
が
な
さ
れ
て
か
ら
㎜

納
め
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
満
二
十
才
㎜

に
な
っ
た
日
の
月
分
か
ら
納
め
て
い
た
㎜

だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り
　
の
ロ
や
リ
ロ
リ
　
ぴ
ロ
　
お
り
リ
ロ
し
ド

8
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
も
周
様
）
藤

唇
出
舞
鶏
覆
響
暮
た
し
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

桑
原
啓
子
　
勇
，
　
三
女

八
木
野
欣
哉
　
誠
八
　
三
契

田
畑
範
行
浩
　
長
舅

由中寺伊学田
　央　　校
中町尾友町中
関村相i数太
口越馬藤田昇
　　　　　災ス重サ善き　1．
イ成ン太ソ」、

桐
山

中
仙
田
赤
谷

昇
災
卜
御
め
い
禰
を
祈
る

村
越
タ
ケ
ノ

繭
雲
、
リ
タ

中
村
ミ
ス

茂
野
禽
吉

藤大中野木野木沖田
　臼仙
沢禽田Q落口落立中

九八八五六五八七七
二九三三六五一八○

た
か
さ
ご
ー
纐
跨
溝
に

臥
驚
椙
郎
　
小
林
　
佑
吉
　
中
仙
田

〆
新
婦
，
星
野
タ
マ
子
高
田
市
か
ら
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：
蓑
腐
に
お
け
る
リ
i
．
タ
り
逆
フ
養
成
の
た
め
に
：

話
し
合
い

の
精
神

と
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
農
林
部
発
行
「
幹
部
珊
修
の
手
ぴ
き
集
」
よ
り
）

　
【
話
し
合
い
」
と
い
う
こ
と
ば
は
よ
ぐ
き
く
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
主
的
，

な
人
間
関
係
が
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
と
い
ろ
事
実
に
気
が
つ
い

た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
ば
の
流
行
ほ
ど
実
際
に
は
行
な
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
話
し
合
い
の
精
神
な
り
、
技
術
を
理
解
し
な
か
っ

た
り
、
こ
れ
を
さ
ま
た
げ
る
大
き
な
壁
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

1
話
し
合
い
の
精
神

ω
話
し
合
い
と
は
何
か
！
定
義
を

く
だ
し
て
み
よ
う
。

・
自
分
の
意
志
を
相
手
に
伝
え
る
た
め

・
お
互
い
に
妥
協
し
、
協
力
す
る
た
め

・
他
人
に
対
し
こ
と
ば
を
か
け
る
と
、

は
ね
か
え
り
が
く
る
。
こ
の
は
ね
か
え

り
に
よ
ハ
て
自
分
の
考
え
を
深
め
、
高

め
て
ゆ
く
自
己
教
育
の
方
法
で
あ
る
。

・
共
通
の
理
解
を
つ
く
っ
て
ゆ
こ
う
と

す
る
努
力
で
あ
る
。

◎
お
互
い
に
出
し
あ
っ
た
定
義
に
つ
い

て
ど
れ
が
適
切
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う

◎
日
本
人
は
よ
く
〃
し
ゃ
べ
る
〃
。
だ

が
”
話
し
合
う
〃
こ
と
の
ち
が
い
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

坐
欄
麹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
な

　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

　
　
　
　
頭
く

　
し
い

　
　
　
　
　
　
　
明
誤
」

　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
鐸
証

　
い
　
　
　
　
が
る

　
合
　
　
　
　
な
す

　
　
　
　
　
　
　
騨
距

　
　
　
　
　
え
言

　
し
　
　
　
　
考
発

　
話

　
　
　
ρ
1
ち
、
ー
！

　
｛
曽
聾
　

◎
恋
人
同
志
や
夫
婦
の
間
で
の
話
し
合

い
を
〃
か
た
ら
い
κ
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
〃
か
た
ら
い
〃
と
〃
誕
し
合
い
”

の
ち
が
い
は
何
だ
ろ
う
か
。

　　　　　　へ　晦　　　1カ￥1』らい　　1
r
妻「嘉τ都

るあが
　
さ甘

　
あ
　
が
　
さ
　
し　
　
びき
る

重
．
　
甲

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴリユ

r冷静さがあ轟熱があるl

i判断が麗薦薫ばかりi
l　　　　　　　抽二目をむけるl
l　　　　　　十一一一』㎜｝l
i考え方の訓練i感情の純化がi
L竺猛L＿ユ役立：2＿」

③
話
し
合
い
の
効
果

　
話
し
合
い
が
自
分
の
考
え
方
を
育
て

る
自
己
教
育
の
方
法
だ
と
す
る
と
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん
な
効
果
が
う
ま

れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
は
そ

の
効
果
は
、
こ
ろ
い
わ
れ
て
い
る
。

・
自
由
な
自
信
に
み
ち
た
表
情
が
あ
ら

わ
れ
て
く
る
。

・
簡
単
で
か
ん
ど
こ
ろ
を
つ
い
た
美
し

い
日
本
語
が
身
に
つ
く
。

．
・
相
手
の
立
場
に
立
（
て
考
え
る
と
い

う
社
会
性
が
身
に
つ
く
。

。
自
己
を
確
立
し
主
体
的
な
独
立
の
人

格
が
つ
く
ら
れ
る
。

◎
グ
ル
ー
プ
に
は
い
っ
て
い
て
器
し
合

い
の
訓
練
を
経
た
人
と
、
話
し
合
い
に

な
れ
な
い
人
と
の
発
筥
を
き
い
て
、
ど

こ
に
ど
う
い
う
ち
が
い
が
あ
る
か
考
察

し
て
み
よ
う
。

　
③
話
し
合
い
と
民
主
主
義

　
蔑
主
主
義
は
紹
し
合
い
に
よ
【
て
育

つ
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味

か
ら
で
あ
ろ
ろ
か
。

◎
話
し
合
い
が
、
民
主
主
義
の
精
神
を

基
礎
に
む
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
ひ
ろ

い
あ
げ
て
み
よ
う
。

・
話
し
合
い
は
真
理
の
相
対
性
を
前
提

と
し
て
い
る
。

・
自
分
の
考
え
方
が
絶
対
に
正
し
い
と

確
信
し
て
ゆ
る
が
ぬ
な
ら
ば
、
も
う
話

し
合
い
の
余
地
は
な
い
。

・
物
事
を
断
定
的
に
お
し
つ
け
的
に
話

す
と
い
う
こ
と
は
専
制
者
で
あ
る
。

。
人
と
い
う
も
の
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
意

見
に
そ
れ
相
当
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
発
見
す
る
の
が
、
民
主
主

義
に
と
《
．
て
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
あ
る

　
・
人
間
平
等
へ
の
確
心
が
な
け
れ
ば
、

だ
れ
と
い
つ
で
も
話
し
合
う
と
い
ろ
こ

乏
が
で
き
ね
い
。

◎
親
子
の
話
し
合
い
が
ほ
ん
と
う
に
行

な
わ
れ
得
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
子
ど

｝
も
が
成
人
し
一
人
前
に
な
っ
た
と
き
だ

と
い
う
人
が
い
る
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う

か
ー◎
こ
の
こ
と
は
子
ど
も
が
成
長
す
る
ま

で
不
可
能
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

豆
話
し
合
い
の
壁

　
話
し
合
い
が
民
主
主
義
の
基
礎
で
あ

る
と
い
ろ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
が
、

現
実
に
は
こ
れ
を
は
ば
む
壁
が
あ
る
．
、

　
ど
ん
な
場
合
に
自
分
の
考
え
を
公
然

と
は
っ
き
り
器
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

鞭
。
い
覆
ば
む
壁
を
分
析
し
て
み
皿

・
身
分
、
服
装
、
こ
と
ば
づ
か
い
な
ど
㎜

自
分
と
へ
だ
た
り
の
あ
る
場
合
、
こ
の

う
ち
こ
と
ば
の
断
麟
は
一
番
抵
抗
が
あ
帥

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

ち
っ
と
の
す
き
薯
い
よ
う
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
リ

は
話
し
に
く
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

・
奎
愚
く
と
人
に
に
く
ま
れ
皇

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
自
分
に
意
見
が
な
い
堤
合
。
　
　
　
｝

・
内
向
性
が
強
く
て
勇
気
が
な
い
。

◎
だ
が
話
し
合
い
の
で
き
な
い
原
因
は

性
別
、
職
業
別
、
地
位
別
、
教
養
別
に

よ
っ
て
、
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
ひ
と
り
・

ひ
と
り
み
ん
な
ち
が
っ
た
原
因
が
あ
る

よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

　
こ
こ
で
は
そ
の
原
因
を
遠
慮
な
し
に

は
き
出
し
て
み
よ
ろ
。

皿
グ
ル
ー
プ
は

　
　
　
話
し
合
い
の
場
で
あ
る

　
話
し
合
い
の
し
に
く
い
人
で
も
、
自

ー
プ
の
活
動
は
権
力
の
平
等
な
分
蕊
．
を

原
躍
と
し
、
等
質
の
権
力
者
を
つ
く
り

あ
げ
よ
う
と
い
う
努
力
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

鷲
獣
禦
器
筋
離
ぴ
揚
鰭

ゆ

㎜
木
落
に

　

…
　
婦
人
学
級

ド
サ
　
き
ニ
き
ロ
コ
コ
き
ぽ
ヨ
き
こ
ニ
き
ヨ
る
こ
き
き
ヨ
ヨ
　
ロ
リ
き
き
ご
シ
こ
つ
き
し

　
木
落
に
婦
入
学
級
が
開
設
さ
れ
た
。

六
月
以
来
、
田
ロ
ト
ウ
さ
ん

ん
た
ち
が
集
ま
り
、
鍛
曹
蜜
員
会
に
罷

設
を
申
講
し
て
こ
の
ほ
ど
実
現
の
は
こ

び
に
な
っ
た
も
の
、
．
こ
の
学
級
に
は
寺

ケ
崎
、
か
ら
も
参
加
し
．
親
在
の
学
級
生

は
三
十
六
筈
、
学
級
”
長
に
は
銀
口
　
牒
俸

さ
ん
が
決
ま
っ
た
。

　
こ
と
し
は
ま
ず
仲
問
づ
く
り
に
重
点

を
お
き
、
が
胆
る
い
界
欝
ガ
を
め
、
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